
淺
嶬
嶬
特
集
/
遭
路
の
防
災
対
策
嶬
朧鬘
藁
圓
讓
鱸
嶬藁
撚讓饗嚢嚢嚢
藁

◎
-
$
に
よ
る
情
報
礬
盤
整
備
と

遭
騰
防
災
対
策
へ
の
邇
卿

錮疊
泄
廳
微
隷
聡蔓
許
群
噺
関
本
義
秀

地
理
情
報
の
標
準
化
に
つ
い
て
一
九
九
四
年
か
ら
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
内
で
も
こ
れ
に
準
拠
す
る
形
で
一

九
九
九
年
に
地
理
情
報
標
準
が
国
土
地
理
院
に
よ
り
策
定

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
国
土
交
通
省
内
で
も
道
路
G

I
S
、
河
川
G
I
S
、
砂
防
G
I
S
等
様
々
な
G
I
S
が

進
み
つ
つ
あ
る
が
、
本
稿
で
は
G
I
S
に
よ
る
情
報
基
盤

の
整
備
状
況
の
報
告
と
道
路
防
災
対
策
へ
の
活
用
を
紹
介

す
る
。

具
体
的
に
は
ま
ず
、
国
土
管
理
の
統
合
基
盤
と
し
て
の

G
I
S
の
あ
り
方
を
探
る
国
土
管
理
情
報
基
盤
、
そ
れ
か

ら
国
と
地
方
自
治
体
の
デ
ー
タ
共
有
を
試
み
た
岐
阜
の
実

証
実
験
、
ま
た
道
路
管
理
に
お
け
る
G
I
S
の
利
用
を
実

現
す
る
道
路
G
I
S
の
紹
介
と
そ
れ
ら
の
道
路
防
災
対
策

へ
の
利
活
用
を
整
理
す
る
。

一
は
じ
め
に

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

〈
G
I
S

…
Q
o
o
m
品
目
国

ぼ
け
｢B
饉
ob
ぞ
盟
の己

は
、
地
理
的
位
置
を
手
が
か
り
に
、

位
置
に
関
す
る
情
報
を
持
っ
た
デ
ー
タ

(空
間
デ
ー
タ
)

を
総
合
的
に
管
理
･
加
工
し
、
視
覚
的
に
表
示
し
、
高
度

な
分
析
や
迅
速
な
判
断
を
可
能
に
す
る
技
術
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
従
来
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
施
設
の
維
持
管
理
や

固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
･
家
屋
等
課
税
客
体
の
異
動

管
理
へ
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
I
T
S

(甘
言
]言
鞠
巳

弓
器
扇
潟
コ
"
のぢ
目
也

に
お
け
る
交
通
状
況
の
把
握
や
ガ

イ
ダ
ン
ス
情
報
の
提
供
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
支
援
、

地
震
発
生
後
の
緊
急
対
応
支
援
な
ど
の
分
野
へ
も
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
国
際
標
準
で
あ
る
I
S
O
/
T
C
2
1
1
で
は

二

国
土
管
理
の
統
合
基
盤
と
し
て
の
G
ー
S

二
〇
〇
一
年

一
月
六
日
国
土
交
通
省
の
発
足
に
際
し
、

使
命
と
し
て

｢人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
と
こ
れ

を
支
え
る
活
力
あ
る
経
済
社
会
、
日
々
の
安
全
、
美
し
く

良
好
な
環
境
、
多
様
性
の
あ
る
地
域
を
実
現
す
る
た
め
の

ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
国
土
空
間
を
活
動
の
場
と
す
る
国
、
地

方
自
治
体
、
企
業
、
住
民
、
N
P
O
等
、
多
様
な
人
々
の

情
報
共
有
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る

(図
1
)。
こ
れ
に
よ
り
、
河
川
･
道
路
管
理
等
既
存

の
業
務
モ
デ
ル
、
あ
る
い
は
都
市
計
画
、
国
土
計
画
等
の

策
定
支
援
に
活
用
で
き
る
。
ま
た
公
開
で
き
る
も
の
に
関

し
て
は
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
高
度
な
サ
ー
ビ
ス



　

　

　

　

　

　

N

国土マネジメントの参加主体と情報共有 (国の役割)

モ
デ
ル
が
構
築
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

総
合
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢国
土
管
理
技
術
の
開

発
｣
(平
成
-
-
~

-
四
年
度
)
で
は
、
そ
の
よ
う
な
背

景
の
も
と
で
国
土
管
理
情
報
基
盤
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

提
案
さ
れ
て
い
る
構
成
概
念
角
は
図
2
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
デ
ー
タ
交
換
シ
ス
テ
ム

(概
念
モ
デ
ル
、
交
換
シ

ス
テ
ム
等
)
及
び
運
用
シ
ス
テ
ム

(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ハ

ー
ド
/
ソ
フ
ト
、
運
用
体
制
等
)
は
デ
ー
タ
の
整
備
、
更

繊麗
鬮翻

アプリケーションインターフェース

図 2 国土管理情報基盤の構成概念 (案)

′“

｣-｢
　　
　

新
、
共
有
、
利
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
全
体

(環
境
)
を

指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
･
一
体
化
し
て
運

用
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
両
者
を
合
わ
せ
て
基
盤
シ
ス
テ

ム
と
す
る
。

た
と
え
ば
、
図
3
は
洪
水
災
害
を
事
例
に
出
水
対
策
業

務
を
モ
デ
ル
と
し
て
基
盤
デ
ー
タ
の
利
用
イ
メ
ー
ジ
を
表

し
た
も
の
で
あ
る
。
出
水
時
の
各
フ
ェ
イ
ズ
と
し
て
、
水

文
情
報
の
観
測
、
災
害
の
予
測
、
災
害
状
況
の
把
握
等
の

　

　　　

爾
開
山

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
一
方
、
人
間
活
動
、
社
会

基
盤
等
い
く
つ
か
分
類
し
た
国
土
管
理
基
盤
デ
ー
タ
は
各

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
参
照
さ
れ
、
デ
ー
タ
交
換
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
各
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
転
送
さ
れ
て
必

要
な
機
能
を
実
現
す
る
。

三

地
方
自
治
体
と
の
連
携

道
路

･
河
川
事
業
に
お
い
て
、
管
理
者
は
自
ら
が
管
理

す
る
構
造
物
及
び
周
辺
地
域
の
情
報
を
取
得
、
更
新
し
て

い
る
が
、
道
路

･
河
川
は
他
の
管
理
者
が
所
管
す
る
道

路

･
河
川
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、

他
の
管
理
者
が
整
備
、
取
得
す
る
G
I
S
デ
ー
タ
及
び
動

的
情
報
を
相
互
利
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
ま
た

防
災
や
環
境
の
観
点
か
ら
道
路
管
理
者
と
河
川
管
理
者
が

情
報
を
相
互
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
利
点
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

総
合
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢G
I
S
を
活
用
し
た

次
世
代
情
報
基
盤
の
活
用
推
進
に
関
す
る
研
究
｣
(平
成

三
一~
-
四
年
度
)
に
お
い
て
、
国
･
地
方
自
治
体
や
民

間
の
G
I
S
を
統
合
し
、
建
設
事
業
で
G
I
S
デ
ー
タ
の

連
携
活
用
効
果
を
具
体
的
に
検
証
す
る
実
験
が
、
中
部
地

方
整
備
局

(本
局
、
木
曽
川
上
流
工
事
事
務
所
、
岐
阜
国

道
工
事
事
務
所
)
、
岐
阜
県
、
大
垣
市
の
協
力
を
得
て
岐

阜
県
大
垣
地
区
で
実
施
し
て
い
る

(図
4
)。
本
実
験
は
、

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
総
務
省
が
七
府
県
で
実
施

し
て
い
る

｢G
I
S
モ
デ
ル
地
区
実
証
実
験
｣
に
位
置
付

国土
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実験における地方自治体との協力体制

図5 実験システムの画面表示例

要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
、
環
境

問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
て
い
る

中
で
、
沿
道
環
境
の
改
善
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
道
路

管
理
者
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
道
路
G
I
S
は
道
路
利
用
者
に
対
し
、
よ
り
高

度
で
安
全
、
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
建
設
C
A
L

S
/
E
C
の
普
及
に
よ
る
情
報
を
効
果
的
に
運
用
す
る
た

め
に
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

道
路
G
I
S
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
電
子
政
府
、
e
l

J
a
p
a

n
重
点
計
画
、
C
A
L
S
/
E
C
等
に
よ
る
電

子
納
品
へ
の
流
れ
や
G
I
S
関
係
省
庁
連
絡
会
議
、
I
S

O
/
T
C
2
1
1
な
ど
の
動
向
を
考
慮
し
、
次
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

･
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
道
路
の
情
報
化

･
道
路
行
政
に
関
わ
る
情
報
の
効
率
的
な
交
換

･
共
有

･

連
携
を
可
能
と
す
る
環
境
の
形
成

･
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
そ
の
流
通
を
支
え
る
共
用
情
報
基
盤

の
形
成

H
u
~
鴬
ま
で
道
路
G
I
S
の
基
盤
デ
ー
タ
に
関
す
る

仕
様
等
、
全
体
構
成
を
策
定
し
、
今
後
、
工
事
事
務
所
に

お
い
て
、
基
盤
デ
ー
タ
の
試
作
、
運
用
･
更
新
の
枠
組
み

の
策
定
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
全
体
構
成
に
関
し

て
は
図
6
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
車
道

･
歩
道

･
照
明

施
設
･
道
路
標
識
等
コ
ア
デ
ー
タ
を
道
路
基
盤
デ
ー
タ
で

定
義
し
整
備
対
象
と
す
る
。
ま
た
既
存
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
デ
ー
タ
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
全
体
を
道
路
基
盤
デ
ー

け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
実
証
実
験
で
は
出
水
時
対
策
に
お
け
る
G
I
S
の

目
的
を

『
一
連
の
出
水
時
対
策
業
務
に
お
い
て
、
必
要
な

情
報
を
迅
速
に
収
集
･
連
絡
し
、
総
合
的
に
災
害
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
的
確
な
判
断
･
対
応
を
可
能

と
し
て
、
人
的

･
物
的
被
害
の
低
減
を
図
る
』
こ
と
、

『通
行
規
制
の
発
令
/
解
除
に
関
連
す
る
一
連
の
業
務
に

お
い
て
、
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
収
集

･
連
絡
す
る
』
こ

と
と
定
め
、
G
I
S
上
で
雨
量
･
水
位
等
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
参
照
で
き
る
、
通
行
規
制
/
災
害
状
況
を
登
録
･
参

照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
際
に
国
･
地
方
自
治
体
の

所
管
デ
ー
タ
を
相
互
運
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
W
e
b
G

I
S
上
で
実
現
し
た
も
の
が
図
5
で
あ
る
。

四

道
路
6
-
S

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
通
信
機
器
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
等
の
情
報
通
信
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
地
域
社
会

や
道
路
利
用
者
に
対
す
る
高
度
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需

クライアント クライアント



夕
と
呼
ぶ
。
I
T
S
、
構
造
物
管
理
、
舗
装
管
理
等
、
個

別
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
す
る
際
に
、
基
盤
デ
ー
タ

だ
け
で
十
分
で
な
い
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
各
個
別
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
で
デ
ー
タ
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
災
害
時
で
は
位
置
の
確
定
や
対
象
地
域
を

絞
り
込
み
、
道
路
基
盤
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
デ
ジ
タ
ル
画

像
や
テ
キ
ス
ト
情
報
等
で
被
災
状
況
を
入
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
被
災
状
況
の
三
次
元
管
理
が
可
能
に
な
り
、
通

行
止
め
の
表
示
や
災
害
復
旧
工
事
の
手
配
が
容
易
に
な
る

(図
7
)。

轤
繹

鬱撫　　
　

　　
　　

　

　#
■
道路G lsによる被災状況の迅速な把握

l位置の確定対韓 l地域の絞り込み

ブ
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図

個別アプリケーション

乙騨
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応用分野で必要に応じて整備する

　　図

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
G
I
S
を
ベ
ー
ス

と
し
た
様
々
な
レ
ベ
ル
の
情
報
基
盤
の
整
備
状
況
を
報
告

し
、
道
路
防
災
対
策
へ
の
利
用
を
整
理
し
た
。
人
間
の
直

感
的
な
状
況
把
握
を
助
け
る
も
の
と
し
て
G
I
S
が
有
用

で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
り
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の

の
、
各
研
究
の
進
展
状
況
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
た
と
え

ば
国
と
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
国
の
道
路

に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
連
携
が

技
術
的
に
可
能
で
あ
り
な
が
ら
中
々
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
は
連
携

･
共
有
に
よ
り
、
ど
の

程
度
自
分
の
業
務
が
改
善
さ
れ
る
か

(
切
日
の目
の
めの

中
oo①のめ
ヵ
8
品
目
の賞
品

…
B
P
R
)
が
不
明
瞭
な
た
め

に
二
の
足
を
踏
む
と
思
わ
れ
、
今
後
技
術
的
な
検
討
と
一

体
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


